
二
〇
〇
九
年
は
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
系
か
ら
目
が
離
せ
な
い
一
年
で
あ

っ
た
。
も
ち
ろ
ん
コ
ス
プ
レ
バ
ン
ド
の
話
で
は
な
い
。

特
筆
す
べ
き
は
、
絵
本
研
究
の
大
著
二
冊
。
石
澤
小
枝
子
・
高
岡

厚
子
・
竹
田
順
子
・
中
川
亜
沙
美
著
『
フ
ラ
ン
ス
の
子
ど
も
絵
本
史
』

（
大
阪
大
学
出
版
会
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
絵
本
（
挿
絵
を
含
む
）
の
通
史

を
、
カ
ラ
ー
図
版
数
百
点
を
収
録
し
て
語
り
つ
く
し
た
労
作
。
タ
イ

ト
ル
は
「
絵
本
史
」
だ
が
、
一
八
世
紀
の
民
衆
本
や
最
初
期
の
子
ど

も
向
け
雑
誌
か
ら
ま
ん
が
ま
で
を
視
野
に
お
さ
め
、
ヴ
ェ
ル
ヌ
や
マ

ロ
の
作
品
に
も
頁
を
割
く
な
ど
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
面
か
ら
ま
と
め
た

フ
ラ
ン
ス
児
童
文
学
史
と
し
て
の
価
値
大
。
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
影
響

を
論
じ
た
終
章
は
、
比
較
文
化
史
の
観
点
か
ら
も
重
要
。
掲
載
作
品

の
多
く
は
、
梅
花
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
資
料
と
の
こ
と
。
研
究
機

関
付
属
図
書
館
と
研
究
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら

有
機
的
に
機
能
し
た
結
果
生
ま
れ
た
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。

も
う
一
冊
も
、
研
究
者
と
図
書
館
の
協
働
の
成
果
。
三
宅
興
子
・

香
曽
我
部
秀
幸
編
『
大
正
期
の
絵
本
・
絵
雑
誌
の
研
究

�

一
少
年

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
』
（
翰
林
書
房
）
が
考
察
対
象
と
し
て
い

る
の
は
、
札
幌
中
央
図
書
館
が
市
民
か
ら
寄
贈
を
受
け
て
整
理
・
保

存
・
公
開
し
て
き
た
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
明
治
末
か
ら
大
正
に
か

け
て
の
絵
本
・
絵
雑
誌
等
二
八
一
点
の
資
料
か
ら
な
る
こ
の
資
料
が
、

明
治
生
ま
れ
の
一
少
年
の
蔵
書
だ
っ
た
と
い
う
事
実
を
つ
き
と
め
た

著
者
た
ち
は
、
持
主
と
彼
が
生
き
た
時
代
背
景
に
目
配
り
し
つ
つ
、

従
来
的
な
テ
ー
マ
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
美
術
・
言
語
な
ど
多
面
的
か

つ
精
緻
に
分
析
を
行
う
こ
と
で
、
資
料
に

新
た
な

命
を

吹
き

込
ん
だ
。

絵
本
・
挿
絵
の
分
野
で
は
、
〇
八
年
末
の
出
版

物
だ
が
、
川

戸
道

昭
・

榊
原

貴
教
編
『
図

説
絵
本
・
挿
絵
大
事

典
』
（
大

空
社
・

ナ
ダ

出
版

セ
ン
タ
ー
）
も

紹
介
し
て
お
き
た
い
。
挿
絵
や

装
幀
か
ら
児
童

書
の
歴
史
を

綴
っ
た

第
一
巻
と

画
家
事
典
の

第
二
～
三

巻
か
ら
な
り

資
料
的
価
値
が
高
い
。
同
じ
出
版

社
の
『
図

説
翻
訳
文
学

総
合
事

典
』
も
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
重
視
の
事

典
五
巻
本
。

翻
訳
受
容
史
の

基
礎

資
料
で
あ
り
、
児
童
文
学
作
品
も
数
多
く
含
ま
れ
る
。

君
島

久
子
『
「

王
さ
ま
と
九

人
の

兄
弟
」
の
世

界
』
（

岩
波
書

店
）

は
、
絵
本
と
し
て
日
本
の
子
ど
も
た
ち
に
も

広
く

知
ら
れ
て
い
る
中

国
民
話
に
つ
い
て
、

類
話
の
地
理
的
広
が
り
と
、
紀

元
前
の

古
文

献

に
ま
で
遡
る
ル
ー
ツ
を

説
き
明
か
し
、

読
者
を

空
間
と
時
間
の

旅
に
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研
究
の
意
義
が

問
わ
れ
る
な
か
で

水
間

千
恵

●
評
論
・
研
究


